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＜点 鐘＞ 会長 田中 雅昭 
＜ロータリーソング＞ 奉仕の理想 

＜四つのテスト＞ 

＜本日の来訪者＞ 

 高山市市民活動部 部長 高原 透 様 

＜本日のビジター＞ 

 高山西ロータリークラブ 榎坂 純一 様 

 

＜会長の時間＞ 会長 田中 雅昭 
 

みなさんこんにちは。 

今日は残 11 回目の会長の時間です。

本日は社会奉仕委員会の例会で、講

師として高山市市民活動部高原透部

長様にお願いしてあります。高原部

長様宜しくお願い致します。 

さて、現在休会中の新宮一郎さんに

次年度会長幹事と共に訪問してまいりました。 

3 月 31 日(金)に行ったのですが、ちょうど 2 年前の今日

事故にあったとの事で、当時を振り返りながら話される言

葉に胸が痛み、しかし今なお前向きに日々を送ってみえる

姿に目頭が熱くなるのを感じました。焦りのせいで、右手

を酷使し肩の調子が良くないとも言われておりましたが、

本人は誠に前向きで久しぶりの会話に時を忘れてしまい

ました。「何とか例会に出席できるよう私たちも協力をさ

せて頂くので、是非とも例会に来て、元気な姿を見せて下

さい」との旨の話をしました。「今はまだ本調子ではない

ので、7月以降にできれば考えたい」との思いを貰いまし

た。本人にしか分からない苦痛とやるせなさは、幾ばかり

か察することは出来ませんが、実現できたら良いなと感じ

てまいりました。会員一同、一日も早い帰りを待っていま

す。 

4月は母子の健康月間です。1990年以降全世界で 5才未満

の幼児の死亡数は毎年推定 880 万人で毎時 1000 人以上の

幼児が亡くなっています。内 320 万人が死産であり 400

万人が生後 1カ月以内に死亡していて、99％が発展途上国

におけるものだそうです。また家族計画なしに 2300 万人

の出産があり、妊娠中絶が 2200 万人と驚きの数値です。

さまざまな要因が考えられる中、我々ロータリアンが今出

来る事をこうした機会に考えてみなくてはならないと思

います。そして何らかの行動を起こさなければならないと

痛感いたします。さて会長支持率やいかに！！ 

＜幹事報告＞ 幹事 中田 学 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

  ・4月ロータリーレートのお知らせ 

   1＄＝116円 

  ・教師部会開催のご案内 

   日時：5月 14日（日）14：00～16：00 

   会場：四日市市文化会館 

   出席者：次期会長/次期インターアクト委員長 

   登録料：1,000円 

  ・ＲＩ第 3600地区インターアクト年次大会 

 交流派遣生徒募集の案内 

◎国際ロータリー第 2630地区 

 濃飛グループガバナー補佐より 

  ・濃飛グループ会員増強研修セミナー参加の御礼 

◎米山梅吉記念館より 

  ・春季例祭のご案内 

  ・賛助会ご入会のお願い 

  ・館報 No29 

○岐阜中山道ロータリークラブより 

  ・クラブ合併について 

期日：2017年 6月 30日 

合併クラブ：岐阜加納ＲＣ 

存続クラブ名：岐阜加納ＲＣ 

○高山ロータリークラブより 

  ・例会変更のお知らせ 

   5月 4日（木）休会 

   5月 11日（木）新緑家族例会 18：30～ 

ホテルアソシア高山リゾート 

   6月 29日（木）休会 

○高山西ロータリークラブより 

  ・例会変更のお知らせ 

   4月 14日（金）休会 

   5月 5日（金）休会 

＜高山市教育委員会 学校教育課より＞ 

  ・平成２９年度高山市キャリア教育を考える会「出前

講座」開催校について 

＜会報＞ 

  ・高山ＲＣ 

◆会長  田中 雅昭   ◆幹事  中田 学   ◆会報委員長 津田 久嗣  ◆会報担当 足立 常孝 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 会長支持率 

本 日 

1126 回 
59 名 58 名 49 名 － 84.48％ 

前々回 

1124 回 
59 名 58 名 46 名 4 名 86.21% 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2016～2017 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「情熱と友情そして・・・永
と

遠
わ

に」 

＜出席報告＞ 



第 1126 回 H29･4・10 

 

 

＜社会奉仕委員会＞ 委員長 和田 良博 
 

「高山市における社会奉仕の現状」

と題して、高山市市民活動部 高原

部長様に卓話をお願い致しました。

社会奉仕として町内行事やボランテ

ィア活動もあると思いますが、基本

的な考え方や事例を教えて頂ければ、

ロータリーの活動にも何らかの参考

になればと思いお願い致しました。 

 

 

＜卓 話＞ 高山市における社会奉仕の現状 

講師：高山市市民活動部 部長 高原 透 様 
 

◆市民活動部紹介 

《協働推進課》 

・協働のまちづくりの推進、まちづくり協議会及び市民活

動団体の支援、町内会、市民憲章、男女共同参画、人権、

平和、国内姉妹友好都市、交通安全、消費行政、結婚支

援に関すること 

《生涯学習課》 

・生涯学習（文化芸術、社会教育、家庭教育など）、青少

年健全育成、成人式に関すること 

《スポーツ推進課》 

・スポーツの普及指導、体育施設の管理、飛騨御嶽高原高

地トレーニングエリア、全国高校総合体育大会に関する

こと 
 

はじめに、社会奉仕・社会貢献に

ついての国内の現状ですが、企業

の様々な取り組みにより社会貢

献の活動の定着化が図られ、社会

貢献を社会的責任や企業活動の

一環として位置づけるなど進め

られており、その取り組む主な理

由として「社会の一員としての企

業責任、利益の一部を社会に還元する、企業等のイメージ

アップにつながること」などと言われています。 

そうした中、ロータリーでは、クラブ奉仕、職業奉仕、社

会奉仕、国際奉仕を柱とし、それぞれの奉仕の基本原則を

もとに活動されています。その一つの社会奉仕については、

社会的弱者への支援、子育て支援のほか、文化交流で心豊

かな人の育成、産業育成、観光の街づくり、植樹や森林の

育成、河川の清掃、国際交流など様々な取り組みが行われ

ています。 

市内の事業者の奉仕活動の主な事例については、中学生を

対象としたキャリア教育として幅広い事業所の方々に講

師になっていただき、働く苦労や喜び、社会とどうかかわ

っていくのかなど生徒にお話しいただいています。そのほ

か、地域整備活動、福祉施設訪問活動、地域イベント活動

など、幅広い分野で活動いただいているところです。 

次に、市民の奉仕活動の主な事例について、町内会やまち

づくり協議会が実施する活動への参加、花壇整備、河川等

の清掃、青少年育成等に関する街頭啓発、子どもなどの見

守りや交通安全指導のほか、歴史文化を継承する観点では、

各地域にある祭りなどを守り、次世代へつなげるという大

切な役割も担っていただいております。このように、奉仕

することで、色々な人と触れ、お互いを理解する中で、地

域や家族の絆が深まり、ひいては災害が発生した時には連

帯性などで役に立つ大切な活動と思います。気が付いたこ

とを率先して実践することが重要です。 

ところで、なぜ奉仕活動が必要なのでしょうか。高山市も

人口減少、核家族化、少子化、高齢化の進展により、労働

人口の減少による税収への懸念など、市民の暮らしや、地

域社会全体に及ぼす影響は大きくなると予想されます。そ

うした中、ますます健全な行財政運営や地域コミュニティ

の充実などが重要になり、青少年の健全育成、福祉、環境、

防災、災害など様々な地域課題への取り組みが必要となり

ます。しかし、そうした地域課題を将来にわたって行政の

みで行うことには限界があり、近年は、個人の経験や能力

を活かし、個人や事業者が支え合いながら、奉仕活動を通

じ、社会活動に参画することで、新たな仕組みによる社会

を創り出すための活動が求められています。そのためには、

個人の利益の追求ばかりではなく、お互いに支え合う精神

が必要です。同時に豊かな人生を送るためには、経験や学

習を積み重ねる中で日常的に様々な課題解決のための活

動に取り組むことも重要であり奉仕活動を社会全体で推

進する必要があります。 

そこで、奉仕活動を推進するための取り組みとして、市民

活動部の事業を紹介させていただきます。キーワードは、

「協働のまちづくり」「能力を地域で活かす」「スポーツ

でつなぐ」です。 

はじめに、「協働のまちづくり」ですが、協働のまちづく

りとは「市民が主役という理念のもと、地域社会を構成す

る多様な主体（市民、地域住民組織、事業者、行政など）

が、お互いの存在意義を認識し、尊重し合い、お互いの持

てる能力を発揮し、ともに手を携えて、まちづくりに取り

組むこと。」と定義しています。地域には、様々な団体等

が存在しており、協働の場は「まちづくり協議会」が中心

となっており、各まちづくり協議会では、それぞれの立場

の人や団体等が、知恵や経験、能力を活かしながら共通認

識を持って一緒に活動することで、地域の活性化や課題解

決のための取り組みが進められています。この取り組みを

推進することで、安心安全なまちとなり、生活に対する満

足感につながり「誰もがそのふるさとに住み続けたいと思

える地域がつくられる」ことを目指しています。 

次に、生涯学習を通じて「能力を地域で活かす」ことです。

生涯学習と言っても幅が広く、「人が生涯にわたり学び、

学習の活動を続けていくこと」の概念です。その学習には、

学校や家庭で学ぶもの、自らの意志により行う文化・スポ

ーツ・レクリエーション活動などのほか、ボランティア活

動、事業所内教育など様々な場や機会において行う学習も

含んでいます。そして、その習得した知識や技術などを地

域やまちづくりに役立たせる仕組みが大切です。自己の能

力などを地域で活かすことで「個人的生活の充実のため」

に行っていた学習を「社会的生活の充実のため」に活かす

ことで個人的生活と社会的生活の充実が図られ、生きがい

に満ちた豊かな人生を送ることができ、豊かで活力ある地

域社会の実現にもつながっていきます。 

次に、「スポーツでつなぐ」です。スポーツも幅が広く、

観戦することが好き、健康維持や技術向上のために競技さ

れる方、指導・育成される方などスポーツへの関わり方は

様々で、年齢や目的に応じて、親しんだり、楽しんだり、

夢を叶えたりしています。そのことは、世代間の交流や世

代を越えたコミュニティ活動を促進し、健康で明るく、絆

で結ばれた地域づくりにも寄与するものです。ライフステ

ージに応じて親しむためのスポーツ、家庭や学校・地域に

おけるスポーツ、夢と希望を未来へつなぐスポーツ、健康

で明るい地域社会の構築と賑わいや活力ある地域の創出

のためのスポーツなど、様々な機会で、日常的にスポーツ

に親しむことで、心身共に健やかに暮らすことができる社

会が形成されるものと思っています。 

今回、協働、生涯学習、スポーツの視点から、お話しさせ

ていただきましたが、自分が関心のある分野、自分の得意

な分野など、それぞれのお立場で、地域の活性化、活力あ
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る地域づくりなどに、お力を注いでくださいますようお願

い申し上げます。 

最後になりますが、ロータリーの目的の中に「世界的ネッ

トワークを通じて、国際理解、親善、平和の推進」とあり

ますが、このたび、多くの市民からの意見をもとに、22

名の市民からなる高山市平和都市宣言検討会議で文案が

策定され、高山市は「高山市平和都市宣言」を行いました。

策定にあたって大切にしたことは、①市民一人ひとりが自

分のこととして、世界の恒久平和の実現に向けて貢献する

意思を表明するものと位置づけたこと、②市民憲章の精神

を踏まえ、市民の平和への行動を促し、高山らしくて、分 

かりやすい宣言文となるようにしたこと、③人それぞれの

生き方や考え方により、文章の捉え方が一様でないことを

踏まえ、市民の行動や考え方を狭めるような内容とはせず、

それぞれの価値観や感性によって想像し行動していだだ

ける宣言文となるようにしたことです。宣言文では、高山

市と世界の状況を記載し、「世界中の人々が安心して平和

に暮らせる日の実現」を願う高山市民の行動として３つの 

行動指針を明記し、その行動などを行う市民がいるまちが、

平和を希求する「平和都市」であり、これに「永久に」の

文言を加えることで、「高山市民は、行動を通して平和の

ために努力し続ける」という意志を表明しています。 

今後、宣言文を市民に広く周知するとともに、平和推進の

市民組織の検討など、一層、平和を推進することとしてい

ますので、各事業者におかれましても、普段の取り組みが

平和につながっていることや、今後取り組まれる様々な事

業などにも、皆様方が感じ、思われる平和の視点を取り入

れていただければ幸いです。 

本日は、「奉仕」の視点でお話しさせていただきましたが、

その活動も幅が広く、自分たちができる取り組みを地域な

どで積極的に活かしてくださいますようお願い申し上げ 

ます。 

＜４月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

松之木映一   Ｓ２５年 ４月 ７日 

剱田 廣喜   Ｓ２４年 ４月１８日 

大原 誠    Ｓ３０年 ４月１８日 

鶯塚 英雄   Ｓ２９年 ４月２６日 

 

＜夫人誕生日＞ 

西倉 良介  淳子    ４月 ８日 

 

＜結婚記念日＞ 

二木 公太郎  Ｈ２６年 ４月 ３日 

下田 徳彦   Ｈ１１年 ４月 ４日 

清水 幸平   Ｓ５６年 ４月 ５日 

坂家 賢司   Ｓ６０年 ４月 ５日 

岩本 正樹   Ｓ６１年 ４月 ６日 

橋本 修    Ｓ４９年 ４月 ７日 

中田 学    Ｈ ４年 ４月１１日 

冨士井忠男   Ｓ４３年 ４月２０日 

 

 
 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
本日は、メークアップでお伺いさせて頂きました。高山西
クラブの榎坂です。よろしくお願いします。 
 高山西ＲＣ 榎坂 純一 様 
 
高山市市民活動部 部長高原透様、高山西ＲＣ 榎坂純一
様のご来訪を歓迎致します。 理事役員一同 
 
高原市民活動部長のご来訪を歓迎致します。卓話を楽しみ
にしています。 村瀬 祐治 
 
市民活動部長の高原さん、よろしくお願いします。眠くな
らない楽しい話を期待しています。また、妻の誕生日にき
れいな花をありがとうございました。 西倉 良介 
 
高原市民活動部長、卓話をよろしくお願いします。また、
妻の誕生日にきれいなお花をありがとうございました。今
年の花は特にきれいに感じました。 新井 信秀 
 
高山市役所のお偉い高原透様のご来訪を歓迎申し上げま
す。ついでに、妻の誕生日の花、ありがとうございました。 
 三枝 祥一 
 
4月 8日岐阜淡墨ＲＣ25周年記念式典があり、剱田ガバナ
ーに随行して出席しました。会員数 14 名ですが、大変活
気あるクラブでありました。色々と気を使って頂き大変満
足して帰って来ました。岐阜淡墨ＲＣの益々の発展を祈念
してニコニコへ。 剱田 廣喜  松之木 映一 

 
 
 
 
今月のガバナー月信に投稿させて頂きました。これだけの
記事を書くだけでも大変なのに、毎月書かれている剱田ガ
バナーに敬意を表してニコニコへ。 下田 徳彦 
 
息子が地元に戻り自立することになりました。街中で車椅
子の彼を見かけたら声を掛けてやって下さい。やっぱり人
生、道は開かれました。すばらしい！ 大保木 正博 
 
昨日のはぐるま会で久しぶりにスコアーが 2 桁で済みま
して、準優勝出来ましたのでニコニコへ。 和田 良博 
 
4/8 高山 YEG の 30 周年式典がありました。高山中央ＲＣ
からも歴代会長様をはじめ、多くの方にご参列いただきま
した。ありがとうございました。総勢 300人による膳によ
る懇親会は、見応えがありました。ご出席頂きました皆様
に感謝してニコニコへ。 高橋 厚生 
 
ニコニコではありません。新会員が増えましたので説明し
ます。剱田さんがガバナーになる前に交換学生としてノル
ウェーから来てくれたビクトリアさんのお母さんの姓が
変わっており、お父さんが別の女性と写った写真がＦＢに
載っていたのでおせっかいな僕は、ビクトリアさんに直接
聞いてしまいました。「残念だけどそうです。でも心配し
ないで、元気だから」との返答。あんなに仲睦ましいカッ
プルでロータリーの例会に出席してくれたのに、ちょっと
残念な気分でした。ちゃんと食事を作って、真面目な僕を
支えて家に居てくれる我が妻に感謝してニコニコへ。 
 高木 純 
 
 


